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 音楽教育研究会 

                                              部  長 西 尾   雅  

                                                 研究主任 秋 田 至 織  

                            部 員 数    ３７名 

 

１ 研究主題 

学びに向かう力を育む音楽科の授業を目指して 

 

２ はじめに 

   本研究会では、これまで、仲間と共に表現や鑑賞をする楽しさを体験させることで、

「学びに向かう力」を育むことに重点を置いた実践に取り組んできた。今年度は、プロ

セスを重視した指導を充実させ自己をふり返ることにより「学びに向かう力」を育むこ

とを目標にしてきた。しかし、１時間１時間の授業を楽しむことはできているが、学ん

だことを次につなげ、関連づけて学ぶことや、自ら課題を見つけ、学び深めていくまで

には至っていない。児童同士が互いの視点を共有するなどの集団的なメタ認知能力を高

め、学びの往還をさせることが「学びに向かう力」を高めていくと考え、授業づくりに

取り組んだ。  

 

３ 研究経過 

    小学校低学年部会、小学校中学年部会、小学校高学年部会、中学校部会の４つの分科

会に分かれて、実践報告・協議を行った。実践報告では、疑問や意見を交流し、教員一

人一人の指導力の向上につなげていった。レポートの内容以外にも、日々の授業の悩み

などを気軽に相談し合い、情報交換をすることができた。 

  また、合唱の実技研修として「空は今」と「ほらね、」の２曲を練習し、１１月に行

われた小中学校音楽会で演奏を披露した。 

 

４ 研究の概要 

  研究を進めるにあたり、子どもたちが歌を歌うことに「楽しい」「自分たちの歌をよ

くしたい」「こんな思いを表現したい」など、児童主体の取り組みができるように具体

的な手だてとして以下の２点に重点を置いて授業づくりを行った。６年生『おぼろ月夜』

での実践を報告する。 

（１） 児童主体の活動を設定する 

一人一人に課題や目標をもたせるための手だ

てとしてグループ活動を積極的に取り入れるよ

うにした。児童同士が関わりながら協働的に活動

をすることで、集団的なメタ認知能力が働き、自

分たちで課題を見つけ、目標を立てて取り組むこ

とができると考えた。 

実践では、児童が互いに歌声を聴き合ったり、
＜自分たちの歌声を確認している様子＞ 
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タブレットの録音機能を活用したりすることで、「もっときれいに歌いたい」や「声

をそろえたい」という課題を見つけ、工夫して歌う様子が見られた。さらに情景を表

現するために「なめらかに歌いたい」「強弱をつけたい」などの課題にも取り組んで

いた。集団におけるメタ認知により変容が分かり自信をもって歌えるようになってい

った。 

（２） ふり返りの工夫 

   単元で１枚にしたふり返り用紙に、本時  

の目標や課題に対して、自分が次時の自分   

へバトンをつなぐような「自分のためのふ 

り返り」を意識して書かせた。「みんなの 

話から１日の終わりの寂しさも感じた」と 

いう学びや「次は、この景色を聴いている 

人が想像できるような歌が歌いたい」とい 

う次の目標が見られた。児童は、次の時間 

や単元と単元の学びを往還させ、自ら課題 

を見つけ深めることで、音楽の楽しさや良さに気づき、次への意欲を高めることがで 

きた。ふり返りを児童が共有したり、教師が価値付けしたりすることを通して学びが 

深まった。 

 

５ 今後の課題 

小学校の実践からは、ロイロノートを使用し

たふりかえりカードに動画も貼り付け蓄積させ

る実践が報告された。児童が動画を蓄積し表現

を客観的に聴くことで、メタ認知が進み、自分た

ちで課題を見つけ解決に向けて前向きに取り組

むことができるようになっていった。 

中学校の実践では、授業のめあてを明確に

して提示し、「学習活動」「学習内容」「次

回の目標」に分けてふりかえりを書かせる実践

が報告された。生徒は、めあてに沿ったふり返り

が具体的に書けるようになり、次の学びにつな

げることができた。 

どちらの報告もふり返り用紙を単元で１枚に

まとめることで、前時とのつながりを感じなが

ら学習を進められた。自分の変容も分かりやす

く、児童生徒から自信ややる気を感じられた。 

本研究会では、小学校部会と中学校部会に分かれて、実践報告・協議を行っている。

今後の課題として、児童生徒の資質・能力を育むために小学校と中学校が連携して、９

年間のカリキュラムを計画していく必要があると感じた。今後も協働とふり返りで学び

をつなぎ、「学びに向かう力」を育てていきたい。 

＜小学校の実践＞ 

＜中学校の実践＞ 


